
１ 業務概要 

（１）件名 

令和4年度調布市多摩川自然情報館展示等業務委託 

 

（２）履行場所 

調布市染地３丁目８番地２６（調布市多摩川自然情報館） 

※施設内容（建物２階及び１階共用部分，敷地内）は以下のとおりである。 

１）展示室（面積51.66㎡） 

２）学習室（面積37.72㎡） 

３）倉庫（面積28.16㎡） 

４）事務室（面積17.63㎡） 

５）トイレ（男１，女１） 

６）１階共用部分（誰でもトイレ，エレベーター，通路） 

７）その他施設内階段や玄関等，敷地 

 

（３）期間 

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

 

（４）業務の目的  

調布市多摩川自然情報館（以下，「館」という。）条例に基づき，多摩川の自然を中心とした

環境に関する情報を発信するとともに市民に環境学習の機会を提供することにより，環境に関

する市民活動の活性化及び学習の推進並びに人材の育成を図り，もって生物多様性その他の環

境の保全に寄与することを目的とした。 

なお，多摩川を中心とした自然環境を環境保全や生物多様性等の観点から学び意識の向上及

び環境に関する市民活動の活性化・将来の人材育成を図るために，次の１）～７）に配慮した

事業等を実施するよう努めることとした。 

１）多摩川や野川などの川を学べるもの。  

２）深大寺・佐須地域等の自然環境を学べるもの。 

３）市内の環境（湧水・水質・大気・土壌など）を学べるもの。 

４）多摩川流域や調布市内の生態系の現状を調査し展示や広報に活用すること。 

５）これまでに行政や市民などが収集した成果物を整理し,必要に応じて展示や広報に活用する

こと。 

６）地球温暖化対策などを学べるもの。 

７）市民及び市民団体等との協働及び調整を図ること。 

※イベント・展示物は，子どもから大人まで楽しめるものとする。 
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２ 業務内容 

館の展示等について，次の各項目に掲げる業務を実施した 

 

（１）計画準備 

業務開始に先立ち，令和２年度までの業務内容の実施状況を踏まえ，本年度の業務内容の全

容を把握し，業務計画書を作成し，委託者の承認を受けるものとする。 

 

（２）総括的な内容  

ア 展示物の作成及び運営に関すること 

イ 展示物の解説員を配置すること 

ウ 土・日，祝日の施設の管理に関すること 

エ イベント等の事業に関すること 

オ 市長が指定する事務に関すること 

カ 前各号に掲げるものに付随する業務に関すること 

 

（３）展示業務  

展示は，館内の展示室や学習室，廊下の壁面等を利用して，以下の内容で行った。なお，「１

（４） 業務の目的」を果たせるよう工夫した。展示業務にあたっては，事前に委託者と詳細

まで協議し，承認を得た。 

また，受託者において受入れを行った生産実習生が実習中において作成した展示物や小中学

校で多摩川をテーマにした自由研究の展示物など，館の展示物として相応しいものがあれば適

宜協議し，企画，運営した。 

 

１）展示作成 

表２－３－１ 展示内容を参考に，以下の項目ア～ウに掲げる展示物を作成することを原則

とするが，詳細は委託者と協議の上，決定した。 
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表２－３－１ 展示内容 

テーマ 内  容 作成時期 

SDGs に関するパネル 

【改訂】 

・パネル展に伴い，令和３年度に作成した SDGs に関す

るパネルを一部改訂した。 
令和 4年 6月 

生物多様性に関するパネ

ル 
・市内の生物多様性に関するパネルを作成した。 令和 4年 6月 

いきものプールの生き物

を紹介するパネル 

・外壁塗装工事に伴って救出したいきものプールの生

き物を紹介した。 
令和 4年 9月 

アカミミガメ・アメリカ

ザリガニ普及啓発パネル 

・今後，特定外来生物に指定される予定のアカミミガ

メ・アメリカザリガニ普及啓発パネルについてパネ

ルで紹介した。 

令和 4年 11 月 

調布市いきものフォトコ

ンテスト2022応募作品展 

・調布市の生物多様性を保全・普及啓発するため，フォ

トコンテストを開催した。 

・市内に生息する野生動植物の写真を募集し，応募作

品展を開催した。 

令和 4年 11 月～ 

令和 5年 3月 

 

ア 常設展示物 

主に展示室，学習室，廊下の壁面を展示場所として，来館者に多摩川のビジターセンター

的役割を果たす展示物等を作成した。展示物は，市内の自然環境や生物多様性などにとど

まらず，環境情報の充実を図る内容とした。なお，これまで作成した展示物について，時

間経過や社会情勢の変化を踏まえて加筆修正を行った。 

 

イ 魚類等の生き物の採集と展示 

展示室の水槽で飼育している魚類や昆虫，爬虫類，両生類，甲殻類等その他の生き物に

ついて，定期的に水・土等の管理や餌やり等を行い飼育した。季節の変化や個体数の減少

等を考慮しながら，必要に応じて生物を採集・補充して展示した。 

なお，展示する生き物は，原則として調布市及び多摩川で生息する生き物とした。 

 

ウ 特定外来生物の展示 

来館者が生物多様性や特定外来生物への理解を深めるため，多摩川に生息する特定外来

生物であるコクチバス等を展示室において展示した。特定外来生物の展示に必要な申請や

飼育中の特定外来生物が繁殖または死亡した場合の届出は全て受託者が行うものとした。 

 

エ その他の展示物 

展示室及び学習室内の棚や引き出し等については，環境学習に資する立体的な展示物の

設置を検討し，利用者が五感を使って楽しめるなどの工夫を凝らした体験型の展示を行っ

た。 
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２）市民協働 

展示物の企画・制作にあたっては，市民が参加する機会を設け，市民のニーズを把握し，協

働で行うものとした。 

 

ア フォトコンテスト 

調布市内の多摩川に生息する野生の生き物を主体とした写真フォトコンテストを開催した。

フォトコンテストは，展示する生き物の種数が減り，来館者数が減少する冬季に開催し，市

民参加型の展示を行うことで，応募者や応募者の家族が来館することにより，来館者の増加

につなげるものとした。 

フォトコンテストの受賞者の決定は，来館者の投票形式とするとともに，写真専門家に助

言をいただき決定するものとした。受賞者には賞状や賞品等を授与し，賞品の準備は受託者

が行った。 

 

イ 鳥の羽及びその他の取得物 

ウ ボランティア解説員との協働 

ボランティア解説員の皆様の得意分野，興味のある分野に応じて，委託者と協議の上，ボ

ランティア解説員が中心となって展示物等を作成した。 

 

３）情報収集・発信 

市民，市民団体による調査，観察結果等の情報を収集・整理し，保管し，展示物等に活かす

よう努めた。 

その他，ホームページ等による情報発信を行う。市内自然環境情報を発信するため，月別イ

ベント及び下見等で確認された生き物等の写真と関連情報の文章による情報を，ＳＮＳ・独自

ホームページ等により，月に４回以上情報発信した。 

 

４）広報 

展示物及び館の運営に関連し，以下の広報資料を作成し，広報活動を行った。なお，以下の

ア～ウの項目は，委託者と協議の上，決定した。 

 

ア ポスター 

ポスターは，館の周知やイベントの紹介を目的に年６回以上作成した。 

ポスターの印刷は，委託者の設備を利用して行うものとし，配布・掲示は，小中学校や公

共施設等へは委託者が行い，イベントの内容に応じて，周辺地域住民等への配布・掲示が必

要な場合には，受託者が行った。 

 

イ チラシ等の広報資料 

館の活動予定や活動報告を広報する資料として，チラシ，市報等の刊行物の原稿を作成し

た。頻度は，チラシ６回以上，市報１２回，その他数回，計２０回程度とした。 

チラシの印刷は，委託者の設備を利用して行うものとし，配布は，小中学校や公共施設等
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へは委託者が行い，イベントの内容に応じて，周辺地域住民等への配布・掲示が必要な場合

には，受託者が行った。 

 

ウ ホームページ等 

館の行事予定，活動記録等について受託者独自のホームページの内容を更新し，情報発信

を行った。ホームページの更新は，月別イベントの募集と活動報告については月２回程度実

施した。ホームページの更新は速やかに行い，また，行事内容の変更や新たな連絡事項等が

生じた場合には，適宜更新した。 

また，受託者独自のホームページ及びブログの運営，ＳＮＳ等を利用し，積極的な広報を

実現するとともに，閲覧者数の拡大に努めた。 

 

５）事業（イベント等）の開催 

館の事業(イベント等)は，市民への環境学習の機会提供という視点で実施し，子ども（親子

を含む）と大人を対象として企画した。 

事業は，生物多様性の視点を取り入れた内容とし，実施後も参加者の再来館に繋がるものを

行うこととし，以下の事業について，企画，運営，広報及び当日作業等を行った。 

 

ア 夏のオンラインイベント 

夏休み期間中に，小学生を対象にしたオンラインイベントを開催した。テーマとなる生き

物については，夏休み期間中に市内で観察できる昆虫類を中心とし，夏休みの自由研究を支

援し，生物多様性への理解を促すことを目的とした事業とした。 

オンラインイベント開催後，配信した動画を多摩川自然情報館Youtubeチャンネルで公開し

たほか，配信中に紹介した生き物について解説するダウンロードコンテンツを作成した。 

 

イ 冬のオンラインイベント 

冬休み期間中に，小学生を対象にしたオンラインイベントを開催した。テーマとなる生き

物については，冬休み期間中に市内で観察できる鳥類（冬鳥）を中心とし，生物多様性への

理解を促すことを目的とした事業とした。 

オンラインイベント開催後，配信した動画を多摩川自然情報館Youtubeチャンネルで公開し

たほか，配信中に紹介した生き物について解説するダウンロードコンテンツを作成した。 

 

ウ 月別イベント 

多摩川をフィールドとし，野外で行うイベントを年10回程度開催した。 

なお，講師への謝礼金の支払い，イベント参加者の受け付けや連絡，保険への加入等は，

受託者において実施した。 

 

エ 月替わりプログラム 

月替わりプログラムは，多摩川や市内の自然環境について室内で学習できるようなテーマ

を月替わりで実施した。 
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月替わりプログラムは，季節に応じて変化する生き物の理解が深められるよう，参加者が

主体的に活動できる生き物の観察等を支援するものとし，内容は委託者と協議し決定した。 

なお，月替わりプログラムは，解説員が在館する土曜・日曜，祝日に実施した。 

 

オ 調布市環境フェアへの参加 

６月に開催される環境フェアにおいて，ブースを受け持って人員を派遣し，館の活動内容

を紹介し，体験型プログラムを提供した。 

 

カ ふじみまつりへの参加 

ふじみ衛生組合が主催するふじみまつりにおいて，ブースを受け持って人員を派遣し，館

の活動内容を紹介し，体験型プログラムを提供した。 

 

キ 海洋プラスチックごみに係る環境教育の実施 

環境省・日本財団が掲げる「海ごみゼロウィーク（秋・2022年９月17日（土）～同年９月

25日（日）」期間において，市内近隣の小・中学校を対象に，多摩川における廃プラスチッ

クごみをテーマにした体験型イベントを実施した。なお、イベント実施前に，多摩川の上

流・中流・下流を踏査し，プラスチックごみの現状を把握した。 

また，SDGzに関する調布市の取組をまとめたチラシを作成した。 

 

ク その他 

他自治体，国及び都など関連団体が実施するイベント等（館の業務目的に関連するもの）

への参加及び資料提供の依頼を受けた際は，委託者と協議し，協力した。 

イベントの実施においては，安全に配慮し，実施にあたっては必要な措置を講じるものと

した。 

また，必要に応じて参加者に保険加入を義務付けるなどの措置を講じるものとし，事業実

施において参加者の氏名等を取得する場合には，個人情報の保護について適切に対応した。 

 

（４）土曜・日曜，祝日等の館の管理業務 

１）開館日 

ア 土曜・日曜，祝日の館の管理業務 

土曜日，日曜日及び国民の祝日（昭和２３年７月２０日法律第１７８号に定める国民の祝

日をいう。）において館を開館すること。ただし，１２月２９日から１月３日までと臨時休

館日を除く。 

イ 平日の館の管理業務 

市が指定する平日（３日程度）に館を開館し，管理した。 

ウ 夏季特別解説日の展示解説業務 

７月２１日～８月３１日の平日において解説員を配置し，展示物の解説等を行った。 

エ その他 

新型コロナウイルス感染被害拡大防止のため，６月１日～７月２０日の平日において解説
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員を配置し，展示物の解説等を行った。 

 

２）開館時間 

午前９時から午後５時までとした。 

なお，委託者から変更の指示がある場合はそれに従った。 

３）人員配置 

土曜・日曜，祝日及び夏季特別解説日は，管理及び展示解説を行う者を１人以上配置し，平

日の館の管理を行う日は１人以上を配置した。 

４） 業務内容 

管理業務は，上記の「１）ア，イ」について，鍵開け，機械警備解除，エレベーター稼働，

巡視，館内清掃，トイレ清掃，展示解説，来館者対応，展示関連作業，情報収集，エレベー

ター停止，機械警備セット，施錠鍵閉め等とした。管理業務を実施した日については，管理業

務日報を委託者に速やかに提出した。 

展示解説業務は，上記の「１）ウ」について，管理常務を除く展示解説，来館者対応，展示

関連作業，情報収集等とした。 

なお，展示解説員は，展示物について基本的な説明ができるよう，自然環境についての基礎

的な知見を有する者を配置した。加えて，委託者が作成した展示物や配架した図書類，パンフ

レット類について，委託者と協議のうえ，解説員が説明できるように適宜打合せを行った。 

５）イベントの実施日には，内容に応じて必要な人員を配置した。 

６）災害時には利用者の安全を確保し，消防署への通報，委託者への報告等必要な措置を講ず

るものとし，事故等があった場合も同様とするよう受託者より指示を受けた。 

なお，委託期間において，災害や事故は発生しなかった。 

７）非常事態の措置 

受託者は，常に非常事態に対する体制を整え，非常事態が発生したときには，消防計画等

非常事態時のマニュアルに従い，臨機の処理をとり委託者に報告し，委託者の指示を受ける

ものとした。 

なお，委託期間において，非常事態は発生しなかった。 

８）館の消防計画を理解し従うこと。委託者の指示に基づき，消防訓練や鍵の管理に関する研

修に参加した。 

９）その他管理業務上必要と認められる事項，及び委託者から指示された事項に関すること。

10）上記の「１）ア，イ」について，施設の開館及び閉館に関する業務。 

11）上記の「１）ア，イ」について，館内の巡視を１日４回以上行った。 

12）上記の「１）ア，イ」について，展示室，学習室等の展示物や資料等の日常管理に関する

業務。 

13）上記の「１）ア，イ」について，閉館時，施設を見回り，戸締りには十分注意した。ま

た，鍵類は厳重に取扱い保管した。加えて，機械警備の操作を行った。 

14）清掃業務 

上記の「１）ア，イ」について，施設の清掃業務を行った。 

ア 展示室の床等の清掃を１日１回以上行うこと。 

7



イ 学習室の床，机，ホワイトボード，いす等の清掃を１日１回以上行った。 

ウ トイレの点検・清掃（ごみの処分及びトイレットペーパーの補充含む）を１日２回以上

行った。 

エ その他の清掃に関すること。 

オ 施設敷地内のごみ等の除去に関すること。 

カ 除去したごみ等は，決められた方法により処理すること。 

15）維持管理補助業務 

ア 施設及び附帯設備の防災，防犯並びに物品等の盗難防止に関すること。 

イ 施設及び附帯設備の整備及び保全に関すること。 

ウ 施設及び附帯設備に関する事故等の対応に関すること。 

エ その他委託者から指示をされた事項に関すること。 

16）服務中の遵守事項 

委託業務に従事するにあたっては，次の各号に掲げる事項を遵守した。 

ア 来館者等への対応は，明朗，丁重，慎重，公平にして親切を常に心がけた。 

イ 館の運営上の事情，その他業務上知り得たことは第三者に漏らさない。 

ウ 従事者は常に館の運営が円滑に行なえるように，設備の操作などについて修得する努力

を日常的に行った。 

エ 館の美観及び衛生を保つこと。 

オ 降雪等があった場合は，施設使用者が安全に通行できるように通路の確保にかかわる作

業を行なうこと。 

カ 日常，防犯・防災に努め安全で親しまれる館の管理に努力した。 

キ 被服については，業務に適したものとし，受託者において準備した。 

ク 業務に従事する際は，必ずネームプレートを着用した。 

17）その他 

館の管理に当たっては，適宜委託者に報告・連絡・協議を行った。また，平日の館の管理

業務受託者と相互の報告・連絡を必要に応じて行い，館の円滑な運営に尽力した。 

 

（５）広報誌作成支援業務 

広報誌の編集作業を年４回（うち１回は小・中学生向け）行った。内容は，四季に合わせた

調布の自然環境や出来事，市の環境に関する取組を掲載した。 

用紙サイズはＡ３，両面印刷（二つ折り）とし，印刷費用は委託者が負担した。構成は原則

３稿とするが，やむをえない場合は３稿以後の修正も行った。 

 

（６）館の運営支援業務 

１）多摩川自然情報館ボランティア解説員制度の運営 

養成講座を修了し，登録されているボランティア解説員の活動支援及び日程等の調整を

行った。 

なお，ボランティア解説員の活動に当っては，交通費相当分として，１日当たり（３時間

以上活動）一律４００円を支払った。 
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また，ボランティア解説員制度の活性化を目的として，ボランティア解説員を対象に，年

に２回程度，自然観察会や講義等を実施した。 

２）多摩川自然情報館ボランティア解説員養成講座の実施 

館内の展示物の解説やイベント運営を市民と協働で行い，市内で活動する人材を育成する

ため，ボランティア解説員養成講座を開講した。 

既に作成しているボランティア解説員養成講座テキストを用い，ボランティア解説員に求

められる多摩川及び市内の環境情報の理解，解説方法の習得，安全への配慮等を講義で解説

した。 

なお，既存のテキストは，展示物にあわせて改訂した。 

３）市内中学生職場体験及び大学生インターンシップの受け入れ 

市内中学生職場体験（６月頃の平日５人×３日間）及び大学生インターンシップ（夏季特

別開設日１人×３日程度）を支援し，展示物の企画，制作，多摩川に生息する生き物の調査

等を実施する予定であったが，新型コロナウイルス感染被害拡大防止のため，中止した。 

なお，別途，受託者において大学生のインターンシップを受け入れた。 

 

４）市民ニーズの把握，利用者との調整 

館のイベントの内容や運営方法に対する市民ニーズの把握と来館者の客層等を把握するた

め，アンケートを実施した。 

具体的な実施方法は，委託者と協議して決定した。 

５）市内環境関係市民団体との調整･協働 

調布市内における環境関係市民団体等と，自然環境に関する調査結果データの提供依頼，

調布市多摩川自然情報館の企画・運営への参加依頼等，実行可能な範囲で調整･協働を図り

ながら展示物やイベント等を実施した。 

また，多摩川流域協議会など多摩川に関連する団体との協議打合せには，積極的に参加

し，連携を図りながら館の運営を行った。 

６）市が実施する環境学習自然事業との連携・調整 

調布水辺の楽校，調布こどもエコクラブ，調布市環境モニター及び雑木林ボランティア講

座等の事業について，適宜，連携・調整を図った。 

７）神代植物公園植物多様性センター，ふじみ衛生組合内の環境学習機能との連携・調整 

館の企画・運営に関し，以下の内容について連携・調整した。施設の目的に応じたパネル

制作及び展示依頼，相互のイベントの紹介，秋まつりの出展依頼等，関連施設と協議のうえ

実行可能なものについて実施した。 

８）市民・市民団体・事業者との協働の推進 

館の中央玄関前に設置された掲示板や玄関スペース横などに，市民からの情報提供を発信

できるスペースを設置した。 

また，市民から寄贈された鳥類等の写真は，展示物や配布物等に積極的に活用した。 

９）学校教育との連携 

学習指指導要領に沿った小学校の総合学習における環境学習プログラムの提供及び支援

（講師派遣等，年３回以上）を行うものとする。その他，学校教育と連携し，環境教育・環
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境学習を推進した。 

10）団体受入れ 

市の施設や関連団体等により希望があった場合，団体見学を受け入れ，解説やイベント，

取材対応等を実施した。 

11）市主催・共催事業（多摩川外来植物駆除活動、年２回程度等）への協力 

市主催・共催事業（多摩川外来植物駆除活動、年２回程度等）を支援し，施設の目的であ

る生物多様性保全活動を推進した。 

12）イベント開催時以外の入館者を増やす取組 

イベント開催時以外の入館者を増やす取組として，生き物の体のつくりを学習できるぬり

絵，クイズ等を配架すること。配架物については，来館者からの要望やアンケート結果等を

もとに，年１回程度更新・追加した。 

また，市民の多摩川の自然環境への理解を深めるために，双眼鏡・捕虫網・タモ網・ライフ

ジャケット等の貸出を実施した。なお，貸出する双眼鏡・捕虫網・タモ網・ライフジャケット

等は受託者が用意した。 

 

（７）報告書作成 

以上，館の管理や事業の内容，作成した展示物等を整理し，報告書としてとりまとめた。 

なお，館の管理業務については実施日の終了時に日報を提出するとともに，月間の報告書を

翌月上旬に提出した。月別イベント等の事業については，実施月の翌月上旬にイベント実施報

告書を提出した。 

 

（８）協議打合せ 

協議打合せは，業務着手時及び成果品納入時の他，各イベント等の実施前には，必要に応じ

て適宜行った。 

 

（９）業務実施体制 

業務実施体制は次頁の表のとおりである。 
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３ 成果品 

成果品は，以下のとおりとする。 

 

（１）委託業務報告書              １部 

（２）委託業務報告書の電子データ        一式 

（３）月間報告書(12月)             １部 

（４）月間報告書の電子データ          一式 

（５）展示物                  一式 

（６）オブジェ等を除く展示物の電子データ    一式 

（７）展示物や事業の実施状況の写真       一式 

（８）広報資料の電子データ           一式 

（９）その他関連資料              一式 

 

４ 著作権 

本業務により発生する著作権は，調布市に帰属するものとする。 

（１）本業務の成果品に関する著作権は，調布市に帰属するものとする。 

（２）成果品に含まれる受託者又は第三者が権利を有する著作物等の著作権は，個々の著作者等

に帰属するものとする。 

（３）受託者に著作権が帰属する著作物等について，調布市は他の事業や印刷物に使用できるも

のとする。 
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５ 実施内容 

（１）展示業務  

館内の展示室や学習室，廊下の壁面等を利用して，多摩川や調布市内の自然環境等を紹介す

る展示を行った。展示にあたっては，事前に委託者と詳細を協議し，承認を得た。 

 

１） 展示作成 

（ア）常設展示物 

主に展示室，学習室，廊下の壁面を展示場所として，来館者を対象に，多摩川のビジター

センター的役割を果たす展示物等を作成した。展示物は，市内の自然環境や生物多様性な

どにとどまらず，環境情報の充実を図る内容とした。なお，これまで作成した展示物につ

いて，時間経過や社会情勢の変化を踏まえて加筆修正を行った。 

表５－１－１のとおり展示物を作成し，詳細については委託者と協議の上決定した。作

成したパネルを図５－１－１～５に示す。 

なお，調布市いきものフォトコンテスト2022応募作品展については後述する。 

 

表５－１－１  パネル展示内容 

テーマ 内  容 作成時期 

SDGs に関するパネル 

【改訂】 

・パネル展に伴い，令和３年度に作成した SDGs に関す

るパネルを一部改訂した。 
令和 4年 6月 

生物多様性に関するパネ

ル 
・市内の生物多様性に関するパネルを作成した。 令和 4年 6月 

調布市いきものフォトコ

ンテスト2022応募作品展 

・調布市の生物多様性を保全・普及啓発するため，フォ

トコンテストを開催した。 

・市内に生息する野生動植物の写真を募集し，応募作

品展を開催した。 

令和 4年 11 月～ 

令和 5年 3月 

多摩川の魚パネル 
・東京都レッドリスト（本土部）2020 年版公表に伴い，

パネル２～３枚目の表記を更新した。 
令和 5年 2月 
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図５－１－１ SDGs に関するパネル【改訂】（１） 
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図５－１－２ SDGs に関するパネル【改訂】（２） 
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図５－１－３ 生物多様性に関するパネル 

17



  

図５－１－４ 魚パネル更新版（１）  
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図５－１－５ 魚パネル更新版（２）  
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（イ）魚類等の生き物の採集と展示 

展示室の水槽で飼育している魚類や昆虫，爬虫類，両生類，甲殻類等その他の生き物に

ついて，定期的に水・土等の管理や餌やり等を行い飼育した。また,季節の変化や個体数の

減少等を考慮しながら，必要に応じて生き物を採集・補充して展示した。さらに，飼育中

の生き物が繁殖した場合，可能な限り今後の展示に活用できるよう適切な管理を行った。 

また，展示する生き物の解説案内の展示物は適宜更新した。 

なお，展示する生き物は，原則として調布市及び多摩川で生息する生き物とした。 

 

生態展示として，調布市内の多摩川の魚類等を飼育する「おさかなコーナー」，調布市内

や多摩川で見られる昆虫類を飼育する「こんちゅうコーナー」を設置した。その他，爬虫

類・両生類及び甲殻類の展示や「調布市野草園内の小川にすむ生き物」を展示した。 

平成27年度より，市民からの要望を受け多摩川に生息するバッタを展示した。 

生態展示をした生き物を表５－１－２に，生態展示状況を写５－１－１～２に示す。 

 

表５－１－２ 生態展示をした生き物 

項 目 内  容 

魚類 アブラハヤ，アユ，ウキゴリ，ウグイ，ウナギ，オイカワ，

ギバチ，ギンブナ，コイ，コクチバス（環境省の許可を得て

展示），スゴモロコ，スミウキゴリ，タモロコ，ドジョウ，

ナマズ，ニゴイ，ヌマチチブ，ヒガシシマドジョウ，ホトケ

ドジョウ，ミナミメダカ，ムサシノジュズカケハゼ，モツゴ 

昆虫 陸生 カブトムシ，ノコギリクワガタ，オオクワガタ，ヒラタクワ

ガタ,コクワガタ，アカアシクワガタ，クワカミキリ，ゴマ

ダラカミキリ，ナナフシのなかま，ナミアゲハ（幼虫），カ

マキリのなかま（卵塊） 

水生 コオニヤンマ（ヤゴ），シオカラトンボ（ヤゴ），イトトンボ

のなかま（ヤゴ），サナエトンボのなかま（ヤゴ），ハリガネ

ムシ  

爬虫類・両生類 ヒバカリ，イシガメ，クサガメ，アカミミガメ，ニホンアマ

ガエル，ニホンアカガエル（卵塊，幼体），アカハライモ

リ，ニホンヤモリ 

甲殻類 ヌマエビのなかま，アメリカザリガニ，スジエビ，モクズガ

ニ，ヒラテテナガエビ 

貝類 シジミのなかま，モノアラガイ，ミスジマイマイ，オナジマ

イマイ，ヒダリマキマイマイ 
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おさかなコーナー展示状況           こんちゅうコーナー展示状況 

   

カブトムシの幼虫展示状況         イシガメ展示状況 

  

      アメリカザリガニ展示状況         ミニビオトープ展示状況 

写５－１－１ 生態展示状況 
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（ウ）魚類等の生き物の採集と展示 特定外来生物の展示 

来館者が生物多様性や特定外来生物への理解を深めるため，多摩川に生息する特定外来

生物であるコクチバスを展示した。特定外来生物の展示に必要な申請は全て受託者におい

て実施した。 

 

写５－１－２ コクチバス（特定外来生物）展示状況 
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（エ）その他の展示物 

令和３年度に引き続き，展示室内の棚やラックを利用して昆虫・植物標本などの立体展

示を行った。 

展示した立体展示物を写５－１－３，表５－１－３に示す。 

 

   

 

  

写５－１－３ 立体展示状況 
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表５－１－３ 立体展示物 

項 目 内  容 

木の実，草の実 コナラ，クヌギ，ヘクソカズラ，コセンダングサ，チカラシバ，ノ

イバラ，オオオナモミ，ジュズダマ，ノブドウ，マツ，ヒョウタン，

クリ，トウカエデ，カラスウリ，ホオズキ，モミジ，オシロイバナ，

ツバキ，スダジイ，イチョウ，エゴノキ，トチノキ，オニグルミ，

シラカシ，マテバシイ，ハクウンボク，ムクロジ，チャノキカヤ（全

て市民からの寄贈） 

フォトフレーム キジバトの営巣状況写真（市民からの寄贈） 

野鳥の標本 ウグイスの剥製，ムクドリの巣，カルガモの巣と卵，モズのはやに

え（以上，市民からの寄贈），メジロの巣と卵，スズメの卵，ヒヨ

ドリの巣，鳥の羽 

哺乳類の標本 アブラコウモリのアルコール標本  

ニホンジカの角 奥多摩町内の多摩川沿いで採集したニホンジカの角 

昆虫の標本 ノコギリクワガタ，ヒラタクワガタ，ツマグロヒョウモン，ミヤマ

アカネ，カブトムシ，ミヤマクワガタ，モンシロチョウ，ショウ

リョウバッタ，キタテハ，ノコギリクワガタ，ウスバキトンボ，ベ

ニシジミ 

昆虫写真 

（トンボ） 

チョウトンボ，ギンヤンマ，クロスジギンヤンマ，シオカラトン

ボ，オオシオカラトンボ，コシアキトンボ，コオニヤンマ，アオモ

ンイトトンボ，ハグロトンボ，オオアオイトトンボ，クロイトトン

ボ，ナツアカネ，ミヤマアカネ，ウスバキトンボ，アキアカネ，キ

イトトンボ，マユタテアカネ，ネキトンボ，ノシメトンボ，ショウ

ジョウトンボ（全て市民からの寄贈） 

昆虫写真 

（チョウ） 

アゲハ，クロアゲハ，ツマグロヒョウモン，コムラサキ，キアゲハ，

キチョウ，ミドリヒョウモン，ヒメウラナミジャノメ，アオスジア

ゲハ，モンキチョウ，ヒメアカタテハ，ツバメシジミ，ヒメジャノ

メ，コミスジ，ムラサキシジミ，ヤマトシジミ，ウラギンシジミ，

ベニシジミ，イチモンジセセリ，ギンイチモンジセセリ，ダイミョ

ウセセリ，キマダラセセリ（全て市民からの寄贈） 

魚類採集・観察道具 セル瓶，網籠，どう，どうらん 

質問コーナー 来館者から寄せられた質問とその回答 

生き物の一生 平成26年度に実施した職場体験で作成した展示物 

爬虫類の標本 アオダイショウのヌケガラ，クサガメの骨格標本  

実物大鳥類パネル オナガ，キジバト，シジュウカラ，セッカ，セグロセキレイ，ハ

クセキレイなど  

ひっつきむしダーツ オオオナモミの実をダーツの的に当て、点数を競うゲーム 

植物による種子散布の解説パネルをあわせて展示 
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a 学習室 

学習室内の引き出しに，鳥や昆虫・魚のぬり絵，棚の上にボトルアクアリウムを展示し

た。 

展示内容を表５－１－４，展示状況を写５－１－４に示す。 

 

表５－１－４ 学習室展示内容 

項 目 内  容 

ぬり絵 鳥類・昆虫類・魚類のぬり絵，ノコギリクワガタ・ニホンアマ

ガエルの一生を学べるぬり絵を展示室の引き出しに配架した。 

どこにいるかな？ めくりしかけの立体展示物を平成27年度の職場体験で作成し

た。 

ボトルアクアリウム 多摩川の水草とヌマエビのなかまを瓶に入れ，生態系を再現し

た。 

モビール 「檜原の木」で作成されたモビールを展示した。（エコプロダク

ツ2015にて檜原村から寄贈を受けた。） 

 

  

ぬり絵               どこにいるかな？ 

  

モビール             ボトルアクアリウム 

写５－１－４ 学習室の展示状況  
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b いきものプール 

バルコニーの既設プールを利用し，いきものプールを設置した。月替わりプログラムや

イベントの際に開放し，来館者と共に観察した。また，幼児でも観察できるよう高さ30cm

程度のプラスチックケースを利用したヌマエビプールを設置した。 

なお，館の防水塗装工事に伴い，いきものプールは10月上旬に撤去し，いきものプール

に生育・生息していた生き物は情報館内で展示した。 

いきものプール等の設置状況を写５－１－５に示す。 

 

   

いきものプール              ヌマエビプール   

  

ヒメガマ                サンカクイ 

写５－１－５ いきものプール等の設置状況 

 

c 吹き抜け 

吹き抜け部分を利用し，多摩川で見られる在来植物（オオイヌタデ，キンミズヒキ，ク

サヨシ，ケキツネノボタン，ゲンノショウコ，セリ，ナガエミクリ，ネジバナ，ヒメガマ，

ミゾソバ，ミツバアケビ，ヤハズソウなど）を鉢に植えて展示した。 

なお，館の防水塗装工事に伴い，吹き抜けで展示していた植物は10月上旬に撤去し，一

部の植物は前庭等で管理している。 

展示状況を写５－１－６に示す。 
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吹き抜け外観                         ナガエミクリ 

  

コナギ                             キンミズヒキ 

写５－１－６ 吹き抜けの展示状況 

 

ｄ ベランダ 

学習室のベランダを利用し，調布市内で見られる在来植物であるヤブガラシを活用した

グリーンカーテンを設置した。 

なお，館の防水塗装工事に伴い，ベランダで展示していた植物は10月上旬に撤去した。 

設置状況を写５－１－７に示す。 

 

写５－１－７ ベランダの設置状況 
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e 廊下・学習室 

平成28年度の職場体験で作成した哺乳類・鳥類の足跡や鳥類のシルエットのパネルを廊

下の壁面及び学習室に展示した。設置状況を写５－１－８,５－１－９に示す。 

 

  

写５－１－８ 廊下の設置状況 

 

写５－１－9 学習室の引き出し 
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２） 市民協働 

（ア）フォトコンテスト 

調布市内の自然環境の再発見とともに生物多様性への理解を深める目的で，「調布市いき

ものフォトコンテスト2022～感じよう！生物多様性～」（以下，『フォトコン』という。）を

実施し、市内に生息する野生の生き物を主体として撮影した写真を募集した。 

応募作品展では応募作品72点（多摩川部門34点，市内部門38点）を展示した。 

入賞作品展では応募作品のうち10点を２階廊下に展示した。 

フォトコンと連動した展示内容を表５－１－５，展示状況を写５－１－10，募集要項を

図５－１－６～８，応募作品展及び受賞作品展の掲示物・投票用紙を図５－１－９～19に

示す。 

 

表５－１－５ フォトコンと連動した展示内容 

項 目 展示内容 期 間 

いきものフォト 

コンテスト作品募集 

フォトコン応募作品募集のポスターを掲

示し，チラシを配架した。 

令和４年７月21日～ 

令和４年11月30日 

応募作品展 

市内の生物多様性・普及啓発するため，

フォトコンテストを開催した。 

市内に生息する野生の生き物の写真を募

集し，応募作品展を開催した。 

令和４年12月18日～ 

令和５年２月12日 

入賞作品展 
応募された作品のうち，入賞作品を展示し

た。 

令和５年３月19日～ 

（継続中） 
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応募作品展 

  

  

優秀作品展 

写５－１－10 フォトコン展示状況 
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図５－１－6 フォトコン募集要項（１） 
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図５－１－7 フォトコン募集要項（２） 
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図５－１－8 フォトコン募集要項（３） 
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図５－１－9 フォトコン応募作品展の掲示物（１） 

 

図５－１－10 フォトコン応募作品展の掲示物（２） 
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図５－１－11 フォトコン応募作品展の掲示物（３） 

 

図５－１－12 フォトコン応募作品展の掲示物（４） 
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図５－１－13 フォトコン応募作品展の投票用紙 

 

 

図５－１－14 フォトコン受賞作品展の掲示物（１） 
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図５－１－15 フォトコン受賞作品展の掲示物（２） 

 

図５－１－16 フォトコン受賞作品展の掲示物（３） 
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図５－１－17 フォトコン受賞作品展の掲示物（４） 
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図５－１－18 フォトコン受賞作品一覧 
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（イ）鳥の羽及びその他の取得物 

鳥の羽根や木の実など、学習効果があり展示に適した展示物については、展示室等で展

示した。 

  

写５－１－11 鳥の羽展示状況 

 

（ウ）ボランティア解説員との協働 

ボランティア解説員の皆様の得意分野，興味のある分野に応じて，委託者と協議の上，

ボランティア解説員が中心となって展示物等を作成することになっていたが，本年度の活

動は特段無かった。 
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